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第 1 章では、本研究の目的、先行研究、研究方法について述べる。 
第 1 節では、本研究の目的が不空訳の音訳漢字に反映される(1)唐代音と(2)Sanskrit（以下、Skt）音
の特徴を検証する点にあることを提示する。 



















第 3 節では、音訳漢字と Skt との対応範囲を確定させる際の基本的な考え方について述べる。 
第 4 節では、音訳漢字とその対応範囲を分類する方法について述べる。分類の結果は資料編「音訳漢




























○ k kh g gh を牙音 3 等 B・C 類の字で音訳する傾向について、従来 Skt 側の問題と考えられること
があったが、漢語側の牙音 3 等 B・C 類の性質も理由の一つであった可能性がある。 
Skt 側については、c ch j jh の歯音的な調音傾向、子音連続 jñ、kṣ、ts に見られる方言的特徴の反映
が見られる。 
第 2 節では、漢語の韻母と Skt の母音等について検討する。 
Skt の母音は、漢語と比べて種類が少ないので、音訳漢字から漢語の韻母について得られる情報はあ
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まり多くないが、以下の点を指摘することができる。 
○ 介音について。i、ī を含む音節の音訳には 3 等 A 類の字が用いられる。重紐の対立は臻摂に見ら
れる程度である。 
○ 鼻音韻尾-m、-n、-ŋ の区別、入声韻尾-p、-t、-k の区別は保たれている。但し、宕・梗摂舒声が声




鼻音の字を Skt の開音節の音訳に用いたものと思われる。 
○ -t 入声の韻尾のみで Skt の r や d を表すことがある。他の同時代資料においても、漢語の-t 入声の
韻尾で外国語の r、l、d を表したり、逆に外国語の r で漢語の-t 入声の韻尾を表記することがある
ことから、特に-t 入声の韻尾は-k 入声や-p 入声よりも閉鎖が緩かったと考えられる。 
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【資料編】 







各音訳漢字が対応する Skt 音、出現回数、各出現箇所における Skt との対応等について、整理、分
類したもの。 
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